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52有珠岳の火山活動附った地震並に地繋の調査報告

、、

井 上 字 橋L*

II。緒 Eヨ

北海道の有珠岳の今同の地援は昭和18年12月28日早朝よ P始まり'多数の地震を愛生し同時に東麓

の地盤が徐々に隆起して来たのであるが，途に昭和19年 6.月23日8時15分に噴煙を見るに至った。

地震愛生後間もたく室蘭測候所及び札幌管直気象蓋より調査員を波遺したが積雲の矯充分に調査ナ、

。

る事が出来なかった。室蘭測候所よりは同月 30日に[j28日未明より有珠岳周圏よ P局ぎを陸地震あ

D 0 28日には20同， 29日には60同，本日も何引緩き地震回数柏、多し。噴火を懸愛子しあるも今の庭異F

常たにし。伶降雪中の得調査不可能な!J~j]と言ふ電報があったがラえいで31 日に伐『有珠山麓の地震は

，漸次減衰しつムあり。家屋.人畜ρ被害なし。山憶にも異常たし。』と言・ふ電報があった。芙後地震

同教は漸次減-少したが，有珠岳の東麓の庇瞥村字柳原部溶を中心、として地盤の隆起が漸次著しく友

!J ，隆起に伴って著しい地割を生じたため，濯j既溝等に被害を生歩、ると共に附近並に下流一帯の水

悶は畑地として使用ナる外たきに至芯等相官の被害を生宇るにヨミった。此地建は地震，鳴動を伴ひ

っ A進行b，途に長士瞥村九高揮の松本山南麓より噴煙を見るに至ったので噂あるo

筆者は中央気象室長の命に依り本多(彪)投師と共に 5月14日より 19日に至る 6日閉に豆り現地

を培査したので噴煙前の概況を次?と報告ナる失第であるo

1I。 地震の獄況

地震は1;2月28日の末明より一般に気附かれ室蘭測候所に於ても観測されたが夫れ以前にもあった

と云ふ者がある撲である。地震同教は30日に最多と戊り夫れからは順調に減少して居る6洞爺温泉

の巡査駐在所に於ける有感地震同数と室蘭測候所に於ける簡翠微動計〈倍率50倍〉で記録された地

震同数とを第1闘に国示しである。期聞は昭和18字12月28日よ !J19年1)331日迄である 0・此等の地

震は一般に小きいものであったが共の中で 1月 5日20時54分頃のは最大の地震であって洞爺村字向

洞爺及び虻田町では振子時計が停った程度であト室蘭でも微震であった。倫長流川の左岸の五軒

津では一般に地震を強く感じたらしい。此等の地震の札幌管区気象裏のウイーベルト式地震計に依

る記録の数例の潟しを第2闘に示してある。今同の地震群のそLr践に於ける初動は押c波であり，他

方室溺測候所に於ける初動は引き波であった。従って震源に於ける地殻の運動は或る断層線を堺と

*中央気象塞 1 
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して北部が東方へ南

部が西方へ移動した

‘ものと思ばれるが以

'上の 2箇所丈では英、

の笥線の位置は相官

の版固に任意であ

るo 此の事に関聯し

て後述の隆起地帯に

於て北東一南西の延

長500--700111.に亘る

線に活ひ北西部が北

東方へ南東部が南西

方へ移動し結局 2，3

M の喰還を生じた箇

所が 2箇所見られる

が，此等の移動の方

向は上詑の震源に於

て推定される移動の

放況と一致じて居る

事は興味ある事であ

るふ

験震 時 報

第 J 園地震回数

r 筒

300 

a… j両手宇包!l(監査馬主私所).エ於ケル脅威、地震 1

O'"・安鵠罰lH撲所(簡草微動計三ヨ It..検判)

，
 

!
 

命第2園に示した

12月30日O時16分頃

17時51分頃及び22時

22分頃の地震の詑象

には S相より約14...... 

14.4秒後れて比較的

草純な著しい相(般にSR相とナ)-が現はれてゐる。 1月の地震の詑象では他の波動の主主不鮮明に，

成ってゐる O. 此の様{;r.相は札幌で観測した今岡の有珠岳地震の多数の地震詑象に見られるものであ

るが，此の相はs波の地表商での反射波としては遅ナぎるので或は地下 60km程の所調宅ホロピチ、

ツク居からの反射波では泣からうかと考へられる。地中り各深さに於ける S波の速度を鷺扱，竹石
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第二国 札幌管匿気象塞に於ける

ウイーへFレト式地震計記象
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の雨氏陀従って深さ 0，10， 20， 30. 

40， 50， 60krnに於て夫々 1.90，3. 

11，3.73，4.).8，4.36; 4.44. ~.48 kmj 

sec.とナると，有珠岳と札幌聞の、

距離は約 70kmーであるから簡単た

国土の計算に依ると地表面の射出

h 角 760で出費んた S波は地下 61.5

粁で反射ナると S相よ P約 14.2秒

後れて到達ナる事と訟1)，以a上;C

I観測の結果を大略設明し得る。但

L我園に於けるモホロピチック屠

の存在の有無は決定的で無い事及

び以上の相が反射波とナると境界

面に於ける弾性並に密度の不蓮績

が相営著しい事が必要と怠るので

あるから今後の充分注る調査に依って決定ナペき事と思ふ。鈎参考の矯記るナと庚野卓競技自品浅

護地震の理論的研究に依ると地表面に放射欣勇断力 (n= 2)が働く場合に愛生ナる sv波は殆ん

E斜め下方に怒り出される事に成るが上記の反射波は此の様'fd.波が地下の不連績層から反射して来

1たものであるかも知れぬ。¥

我々の調査期間中は微弱な地震のみで，遠方に波及ナる様主主地震は愛生しなかった。芙の中でも

5月 16日4時頃洞爺温泉に℃感じた。地震が一番大きかったが此の潟に鮭瞥村フカパ部落の東方

300m附近の銭道線路に故障を生じた。伊達町上長流より批瞥村フカパ間の道路に沿ひ調査中には

一同の地震も地鳴も感じたにかったが， 5刃17目隠フカパ部落の西南方の九寓坪の山畑に於ける地

割を調査中は幾つかの小地震及び地鳴を髄感ナる事が出来た。此等の地震は鳴動のみ，のものもあっ

たが地口烏と共に全く足下に於て岩石爆破のど際の震動の様た地動を感じ地表面が鐙裂に直角に振動ナ

るのが見られた。

ッ

ー"，-

く1) 鷺坂， ~骨花;験震時報. 8. 149-161. 

〆〉. 
く2)lJ慶野:卓議強震時報. 12く昭和17年).1-16.
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ヨたの表に九~坪に於て 2 時間徐に豆る調査中に経験した有感地震を表示ナる D

五重 震 時

時
16 分14 

、14 25 

14 35 

14 36 

14 36 

14 38・

14 40 

14 45 

14 45 

15 14 

15 、38

¥ 

/ 

、第 1 表 t

記 事

ずしんと云ふ著lぃ地響足下に感ずる亀裂に直角の方向。水平動あり O

直下り鳴動。

地鳴りみゑ北耳の東丸山方町より開ゆ。

閉上。

向上。' e 

直下り鳴動。

遠い地鳴p 東丸山方面より間ゆ。

向上。

直下り鳴動。

閉上O

同上。

¥ 

九;需坪は最近!1!Pち4月 9日以後地割が著[ィく設達した所であって調査営時向盛んに亀裂が迩行し

百七ゐたのである。即ち地震を伶ひながら地盤が隆起してゐたのであるが，此等の地震は極めて局部

的なものであって現場より 1km足らず手離れると全く感じないものであった。従って震源は極めて

浅く地下数百米の程度では無かったかと考へられる。
(3) ， 

明治43年7月 25，.日の噴火の際は 7月21日より地震が多数愛生し 24日の夜に最も多く 25日に

至って多少同教が減少しつ Lあったが途に同日午後 10時に第1同の噴火があった。芙り後地震同

教は順次減少した。芙の時り地震を芝生欣況は今回の場合と殆んE同様であったと思ばれるが3 只前

向の場合には 7月2壬日午後311寺49分に強震が愛生し有珠岳の西麓の虻田町では少なからぬ損害を

生じた程で今回の地震群よりは逢に優勢であったと考へられるo 明治必年7月15日後行の北海道'

醸の有珠岳，棒前岳，駒ヶ岳噴火調査報告に依ると，此の地震の際の各地の震度は次の如きもので

あった。

強震区域ら

中震直域。

弱震直域。

微震区域。

虻田町，同字床丹s同字ポザモイ，長土管村字瀧ノ下，同字西湖畔同字東湖畔，伊

達町字有珠。

伊達町字西紋鐙.同宗東紋篭，稀府，元J室蘭，弊蓬，向洞爺，倶知安，狩"J;.~久

保内，パンケ。

鹿部，俄議，太櫓，瀬棚，長南部，黒松内， ¥磯谷f室蘭，・白老，幌別。

函館，踊山，島牧，喜都.古2f.，徐市，苫小牧，鵡川。

(3) 大森房吉;震災翠防敏文紀要. 5く1911). 1~38J 101~.107. 
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有珠岳~.，火山活動に伴った地震並に地憲章。調査報告 13 

侍此の地震に伴って各地で土砂を噴出しで泥丘を生じたが，特に有珠漕内では無数に生じたとの

事である。 ， I 

寛文3年7月 14日(西暦166年8月 16日)，文政5年間 1月 19日(西暦 1822年3月 12日)，

嘉永6年3月15日(西暦1853年4月 22日)ItC夫々始まった有珠 3岳噴火の際にも数台前より多'

数の地震が費生したのであるが，某の欣況は明治43年の噴火の場合と同様であったらしい。

'III。地盤の隆起.

今回の地震のを遣現と共に娃瞥村字柳原部落附近に於で地割が生じつ iあったが， 1月5日夜の地

震と共に一般に額著となり， .謄振縦貫銭道(謄振圏虻田郡伊達町より長流川の右岸に沿ひ虻田郡鮭.

f皆村を経て後志圏虻田郡京極杖に通子る私設畿道)の線路が伊達擦を去る約7.4kmの地勤附近で故

障を生じ翌6日の未明には濯j既瀧が伊達町と妊瞥村との境界附近の上長流275番地の箇所に於て侠

潰した。然L未だ地盤の隆起現象は著じく無かったらしく、， 1月 19日に室蘭測候所で調査した際

にも土地の隆起は気附かなかった様である。土地の隆起は何時頃から一般に気附かれたか不明で4あ

るが謄振縦貫鍛遣に於て 2月 16日に線路の水準測量を繰返した結果に依ると， 京極擦を起黙とし

て61km5壬590mのi也知と 631nu566.90 mの地黙の間尺於て隆起が認められ， 62 km 396.90 mの地

射に於て最大6.846mの上昇が見られた。(第3園参照)ー

I _ 

下垂

意

、 /
'0‘ .1 
一 一l 

、」ー乙→4 三
.(u・ 曲、.

ぞヲ"、と珊 1

駒‘

第 3固ノ隣接続買銭謹路面白隆起量』

、ff....I!rl!.， 

円四 ¥ 

次いで5丹 1......， 2日に亘って一層庚版園に再浪，Ij量:を施行した際は哀極より 61"""'66kmの間の線

路が隆起した事が知れた。最大隆起の地賠は 62.25kmの地黙であ-0，']:23 m上昇したと云ふ結果

を得た。 ~pち路面が小山の様に盛上った鴛に路面の土を度々官1j1J取って線路の傾斜を援和してはゐ

たが踏査営時ロ貨物列車が辛うじて登れる程度で、あった。此の銭遣の西方〆山寄に線路に卒行してゐ

る道路では以前の:水準測量ばなかったが，今回室蘭土木現業所に依って 4月 22日ε5月 28との 2

同に亘って測量が行はれた。共等の結果は問所洞爺汲出所主任橋本正利投手の御厚意;r.依って知る

事を得た。此の日寺刀、水準測量は社管村フカパ部落を基黙として北方へ 2117.51m南方へ 4273.20m

-13-
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有珠岳U火山活動に伴った地震並に地震の調査報告 15 

の版圏に亘って行ばれたが，此の 2同の測量の結果を比較ナるとn司期間内に於ては基鈷より南へ

696.30mの地勤から 1955.69mの地黙の間が隆起して最大隆起の箇-所は基鈷土!?1089.82mの浪，Ij黙

NO.11の地黙であって，隆起量は1.90mであった。即ち 4月 22日から 5月2日迄の 10日間に最

大1.90m隆起した事に成る。(第4園参照〉

銭道線路の再測量に依って判明した最大隆起地黙に相蛍ナ;る道路上の地黙は基結寺!J1384.33 m 

の測結 NO.14附近で、あるから，以上の期間内では此の最大隆起部より約 300m北方ヘ寄った地勤

が最大の隆起をしたのである。我々は札幌管区気象肇の中山章投手の協力を得て 5月 16---17日に

i道路上の水準測量を行った4共れを第3同の測量として土木現業所で施行した第1悶の測量と比較

した。第2同の測量の版闇は第1同の測量の場合よ P可成P限られた版圏であった様化思ばれるの

で第王悶&比較ナる事にしたのである。以上の期間中の最大隆起の地貼は第2同の浪.IJ量:の場合と同

一地黙であって隆起量は 24日聞に 5.027 inに及んでゐる。

綜 第 2 表.謹路上り水準・測量結果
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gpも1日に 21C111の割で隆起しτゐた事に成るoJ旦し測結 NO.8より NO.40迄は 16日に施行し

NO.7より NO.-7-迄は 17日陀施行したのである。従って NO.7と NO.8・との聞には約 16時間

経過してゐたので嘗時の上昇率から推定して 10C111足らす干の喰遠ひはあると思ばれる。地盤。隆起

と芙れ~伴ってゐる地割の現出が段々北方へ移動してゐる事は土地の人達も気が附いてゐたが，共

の事ば以上の銭道線路上と道路上との平岡の測量の結果にも認められる。術今岡の測量り結果では

1 フカパ部落より 北方;て相営の距離の間数十糎の上昇が見られたo ~mち、最近此の方面が隆起して地割

れが著しく進行してゐる事正符援してゐ失事と符披してゐる以上の道路上の測量結果は第2表に一

括して示しである，地震研究所の水上所員表助手が3月に調査された官時に於ては最大隆起量は 1

日に 30cm程度であり，東大の永田助教授が4月に調査された際は 1日に約25-C111_であったとの事・

であるから多少土昇率は減少してはゐるが(隆起の中心部が移動し，従つT中心部と測量現場聞の

距離が時期に依って臭怒り得る事に注意)何庭迄上昇して停止ナるかは今の庭推定困難である。

隆起の中心部は山麓一帯ば豆る測量を行ばねば分るぬ事であるが，道路附近の最大隆起部より北

方仰Omに於て道路沿ひの永田が傾殺して湛水した箇所があるが英の附近一帯に亙る水Hfの傾斜が

大略東方に高まってゐる事から以上の最大隆起部より北西方の山地らしく想像される。

Iv~ 地割れ

地震稜現蛍時は積雪の翁詳細は不明で、あるが，長士瞥村字柳原の道路に沿ふて 12 月 29 日 ~30 日

頃より微か危地割れが見られたが1月5日夜の地震後は一般に著しく成った様である。地割れは道

路上のみ危らヂ畑地から山地入と延びてぬて，数保或は十数傑の働問tr.地割若手カZ一群と成って漸失

亀裂達して数糎乃至 30 程度関口した裂鰭に成ると共に上下に喰遣を生じ殊~南端のもθが著しく上

下に段違と成!J，結局幅40--50m延長数百米の立波な地溝と成ると云ふ経過を取った様である。

地溝の内部には数僚乃至十数僚の措段欣段違や単に閉口した鐙裂を伶うてゐるム此の様危地溝の雨

端の溶差は:2--3 mにも及んでゐるが地溝内の地割れの落差は数糎から数十糎が普通であって土下

の段還が無く皐に閉口した地割れーの場合には亀裂の胞は 20.-30糎程度が大きい方であった。借

地構内に全く噴火口放の陥決が見られた。此等は一般に直径2--5m深さ 2--4m程度の国錐形

であって， 数個列んで小規模の地盤を形成してゐたが稀には只 1箇丈存在ナる場合もあった。(寝~

畏第3闘参照。〉

以上の様た地講を生ヂるのは結局地盤が隆起して張力を受ける矯に所々が切れて局部的た陥落Jを

ナる矯と思はれるが噴火口放の陥淡の成因は相嘗復雑なもので、は無いかと考へられる。此れは地盤

が隆起して地下に空洞を生ヂるぽかりで無く多数の地震の震に絶えヂ:街撃吋受けてゐた矯に出来た

のでは無いかと考へられる。

も此等の地割れは山地では立木を倒し崖を横断[ナる箇所では著Lく落石を生じてゐた6地溝内の地

4・
6 
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割れは一般に延長数米から数十米の雁行性地割れの集合から

たってゐた。地溝の爾端の最も落差の大きい地割れは比較的

直線放をなして長く延長してゐるが場所に依つては金健とし

ては直線放であが夫れを横切って小さ注二制悦雄行欣亀裂

が重たってゐたo 其の例を第5園の見取国に示しである。共

の様註箇所では畑の畝の移動から見て多少の水卒移動を伴っ

てゐた事が知れる。此等の水卒移動は一般に数十糎より小さ

いものであって殆んE認められぬ場合もあるが以上の箇所で

t は明に水平移動が認められ夫等の相互移動の方向から雁行性
第五周o a:"…f部の地割れ ; ・

d.パ…g部の地割れ ， 鐙裂は張り裂けであるe事が推定されたo 4月の初句迄は伊達

/ 
町字上長流及鮭管村宇柳原に地割れが生じてゐたが生月中句以後は此の方面の地割れは鈴PE霊化無

く新にフカパ部落の南西の九寓坪の山畑fXT~ら山地へ掛けて地割れが生じ調査嘗時は援に著しく護還

してゐたが借地震，鳴動を伴って盆々讃犬しつつあった。例へぽ柳原より洞爺湖畔に抜ける道路上

で 5月日日には微かた 1僚の鐙裂が見られたのであったが 5月 17日には 3俸の亀裂が生じ』亘 3

m落差 10cmの地溝を形成してゐた。此の崖下にはフカパ部落の泉が多量に湧出してゐるが，芙

庭では 17日にほ小亀裂が見られたのが翌日日には関口 20~80GIIJと成P崖上の亀裂と接緩ナる
¥ 

様にも成った。関じ道路上の少し先の地駄で、は 14日には 2僚の微か訟亀裂があったが; 17日には

幅 9:5niの聞に 12保程の著しい亀裂を生じてゐた。

以上は一般的の詰越であるがヨえに各地割れに就いて個別的に多少詳しく報告ナる。今同の地盤i~r:

就いては社管村郵便局長三校正夫氏は特別陀関心を持たれて地援護生の初めから街同と無く現地を

調査され各時期に於ける地割の欣究其他に就き充分に調査されて立波た地割れの見取闘を作られ

た。第 6園に掲げたものは同氏が S月ゃ 10日現在の地援の欣売として作成された園面の潟しであ

る。筆者が踏査した地割れの欣究は極めて粗雑なものであるが概売を知るに便では無いかみ考へて

第 7闘に示しである。同国の a部の九寓坪の地割れは小山を横切る所に於て幅 40.m，北壁の務差

1.8m，南壁の落差4mにも遼ずる立波な地溝放をなし社管村の道路上よ 9望見し得る。此蓬→帯
(4) 

の山畑は大有珠より流下した立岩泥流，地帯であるが其庭に多数の著じい地割れが生じて居るので

ある。九高坪に於ては始め走向 S450 W，幅 17.5m，落差別cni.程度の地溝であるが南西へ進むに
4脅 l

従って S500 ¥V， . S 600 W と多少方向を愛ヘ訟がら幅も 40mに讃犬じて落差も 50cmから 2"'3

m， 4mと著しくたってゐる。途中 N500Wの方向に支肢を出してゐる。此'の地溝欣亀裂の内部に ¥ 

/' 

加藤武夫;震災室長防調査曾報告.65.1-72. 
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血第七園，有珠

最大の幅 6.5m洛差別--30 cmの小地溝が爾端で、狭まり一端は杢く尖減して舟形の地溝を形成し

てゐるのが見られた。倫此の部の亀裂の延長はフカパ部落の泉水附近に及んでゐるのである。此の

泉水の傍に地蔵の小祉があるが地盤の傾斜の矯相営東北へ傾いてゐたod部の地割れはやはり幅40

m程度の地溝欣を成ナが，地溝内の地割れ著しペ歩行は杢く困難であった。其の内に直径 1.5mの

質火口:欣陥波が生じてゐた。(第11闘参照〉

G部は柳原部落の道路上の最大隆起部に績く畑地に臨む小山で、ある lが，英[1gを N800Wの方向に

幅 5.5mの地溝欣亀裂が横切って農を崩し多数の落石を生じてゐた。此の地溝内には直径5m程の

数個の噴火口j決陥波が生じ共の一つには相嘗大きな立木が落ち込んでゐた。

a部は伊達町と舵f普村の町村界上の山地であるが， N100Wの方向に幅 50m程度の地溝欣亀裂

を生じてゐた。地溝内に直径2--5m.深さ同程度の噴火口放の陥波が童文個生じて小地溝紙を成し

f ていた。(第13園参照〉

此の町村界上の三角黙て302.5:Q1)附近にも略々南北の亀裂が生じた。町村界附近の道路に滑ふ

ては数個の地割れが見られたが其の中著しいものは隠も深さも 2m程度の地溝肢をたしてゐた。

e部の地割れは早くから気附かれた箇所であるが， k月5日にほ道路e附近で、 10-20cm周口して

• 

ゐたとの事である。

f部の地割れは道路附近では幅 25m; 溶差，'1.8mの地溝をなしてゐるが，山寄りに幅の庚い所

は30m程度である。 2月 16日演に気附かれたらしいが現在は立波注地溝である。水平移動を伴

vひ雁行性張P裂を生じてゐる放況はB廷に第5園に示して置いた。 gpち地溝内の部分が南側に針して

東方へ移動してゐるがi此の亀裂帯が銭道線路を横断ナる箇所でほ 1月5日夜に幅 15m程の線路

。U
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が総髄的に約30m東方ホ移動したとの事である。

g部の地割れは道路の最大隆起部を通過ナるものであって幅ιom，落差 3mの地溝である o 一

部に 30--60 cm程度の水平移動を伴ってゐる欣売は既に第5周に示して置いた。、此の地割れは 1

月 5日の夕刻には 20--30 cmの毘口の亀裂であって上下愛位は無かつ穴ので、あるが， 2月、中匂には'

落差 '1m'程に成り現在では圭汲な地溝に護還してゐる。、此の地割れが馬小屋の床下を通過した得

に小屋が段々傾いて来たりで， 4月中匂に土盛をして傾きを直したとの事であるが其の後の地愛進

行の主主か調査官時は相営f噴いてゐた。此の地溝が鍛道線路をl横断ナる4箇所で、は地溝に伶つてゐる水

平移動に相営して線路にも水平移動が見られたらしい。

h部の地割れは 2月中旬に気附かれたとの事である o.道路附近では騒が狭まってゐるが山寄り.

の畑では幅 40m，落差 1n:i，‘の地溝を怒Lてゐる。此の地割れは相嘗な水平移動を伴って居1)， 

道路沿ひに山寄に設置されてゐる電柱列の移動から見て 50cmの水卒、移動を伴ってゐる様であるが

，道路附近の河寄りの部分に於でぽ横とP著し<2.3mに及んで、ゐて杢鵠とし刀北側が東方へ南側 m

が毘方ぺの移動である。伶此の部に於ける上下移動の進行欣況は次の如きものであった。 ~pち 2 月

27日には溶差25cmのものが 3月 5日には 30cm，16日にほ 14cm，30日にほ 60crriと成った。

以上aから h迄の地割れは地盤の隆起に伴ふ放射欣亀裂の性質のものみ考へられるが，次の i.， 

j部の地援は以下に記ナ如く著しく性質を異にしてゐる。

i部のt也愛。此の音/)17.)地愛は以上の地割れとは可成P具怒ったものであって北東一南西に延長

，500mに亙P東側部ち道路とは反針側が2--3m隆起ナると共に東側が南方へ西側が北方へ'2'-3m 

水平に移動Lて小山の様伝隆起を生じてゐるのである。隆起部の殺には多数の小さい張り裂けの地

割れが雁行，して生じてゐた。此の隆起部が銭道線路に接ナる箇所では線路が隆起して 2月27日に

故障を生じたとの事である。俗芸の部の線路i亡沿ふた電柱列。水平喰達ひは 40cmであった。此の

部の水平移動と h部の地議決亀裂の水平移動とはー鐙となって居る様に考へられる此の地獲に向ひ

合って道路の反針側に地盤の隆起に伴って水田が傾斜して片寄って遊水してゐる箇所があった。

j部の地愛は i音:scp地愛と全く同様なものであって北東一南西の方向に延長 700mに豆り東側が

南方へ西側が北方へ移動して東側部ち河寄の部が主弄してゐる。隆起量ぼ 1m程度であり，水平

移動は畑中の電柱列の喰逮ひから 1.7m程と推定された

此の地撃さが銭道線路を横切る所は 1月 15日よ-1)上下の移動と共に水平に移動して絶えヂ故障を

生じたのであるが調査嘗時は修理してあうた。ノ此の隆起部の内に N200Eの方向の小地講欣亀裂が

あった。 咽民、

此の部と i部。地建の水平移動ば同じ万向であって一緒にしで雁行怯地割れを形成してゐる、様々

も見えるが，地盤の隆起の怨に緩護部に生じた所謂る螺線欣翁裂であると推定される。以上で主な

，-:-20 --
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地割れの記述は怒るが，以上の他に犬有珠の東方の外輪山上に小亀裂が生じてゐた。大有珠は岩が

崩れ落ちた程度である。倫洞爺温泉より虻田へ行く道路上に金比羅山の西部に於て 2-3僚の小さ

い:地割れが生じた。此の附近に於て 12月 30自に水道管が破損したが直に修理して 1，月 10日以後

は異常が無いとの事である o

'明治 43年の噴火に伴って生じた地割れも今悶のものと同様，に地溝放のものであった事は失の北、

海道蕗の報告に依 D 察せられる。 ~pち床丹市街地(現在洞爺温泉となる)には金比羅山火日よ P 大

亀裂貫通し 6尺徐の断層を生ぜり。共他小たる隆起所々に生し人家の傾斜したるものあ吻;しも主主倒

ずるに至ら歩。叉雲海火口より湖岸に逗ナる亀裂も大にして一大溝道の放をなし最深箇所は約20

4 尺に建せりとの事である。大正 12~の関東大地震，大正 14 年の按の崎地震の際はも低い山頂にーι

記の様危地j需が生じた事は興味ある事と思ぶ。

V。長流川の異常

地盤の隆起は長流川の岸VL迄達じ柳原部溶の最大隆起部の東南方に嘗る蜂の集淵は元来淵で、あっ

たが河岸及び河底の傾科の怨に段々と増水して大淵となった。次いで5月上匂に雲解洪水の怨一時

増大の後河底が紋潰して著〆しく微少Lた。従って我々ρ調査官時は河の流れが多少東方に寄ったか

と思はれる程度で普通に流れてゐた。

VI。電線の被害

多数の電柱沸傾き地割れ h，'i，附近では、水平に数十糎からー米数十糎程度の移動をした。柳

原より洞爺湖畔に分れる道路附近に於ては数本の電柱悶が相営に短縮して電線が著しく弛んでゐ

た。芙庭から南西へ 300，m程の箇所で、は還に電線が緊張して電柱の腕木が離れて電線にぶら下つτ
ゐた己角地割れ jの附涯では電線が数箇所弛んでゐた。全般として電線が緊張した部が多ヌ，大勢

として隆起部の電線が緊張され隆起部の緩護部の電線は弛渡した様に見える。伶遠く西湖畔に於て

電柱4本の間の電線が緊張の主主切断したとの事であるが我々の調査嘗時には既に修理済であった。

vn。地下水の異常

上長流部落の井戸は井底の深さ 22-23尺程のものであったが， 1月 10日頃に澗れたので 17---

18尺掘足したが湧水が極めて少ないので一層深く掘下げる設定であるとの事であった。 長土管村フカjタ

パの崖下からの湧7](は多量たものであるが，明治 43年の噴火前は冷水であって鮭卵め勝化場と成

ってゐたのが噴火後水量が約3倍に増加し且つ水質が愛化して酸味多量とたり勝イヒ場としては不遜

蛍と成った。共の上2年目には 300c程の温泉と成って土地の人遣は露天で浴衣掛で入浴したとの

事であるが，水泣置は漸ヨ史上昇して翌牟には 430c迄に成ったので温泉管業が始まったが 8年程で温

く5) 小倉勉;股願主大紀要.4く1931).121-125. 
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度が低下したので管業は康止にたったのであるo 今日も伶多少の温度時保持してゐて，調査営時比

17" c程の温度であった。今岡の地援に依る愛化としでは 1月4日に水量が5倍と成って温度も幾

分高まった撲に感じられたとの事であるが，共後水量，水温共に元に復したとの事であった。

前同の噴火に伶つては以上の他に犬正6年6月に洞爺温泉が稜見されたとの事である。営時湖水

の砂地が暖か、い事に気附き水温を計ると 300cであったが，湖水の水が自由に流入ナるのを除く様'

~Z:ナると水温が 38)0 に上昇したとの事である。共後試錐を試みると噴火に伴って隆起した新山の

西側では何庭去、も試錐の深さが湖面に達ナる(深さ 30111程度)と温水を得て水温の最高は 520c位

であったとの事である。間も無く温泉経替が始ま D今日に及んでゐる。今岡の地愛に伴つ七は洞爺

温泉の水温は室蘭測候所の調査に依ると未だ愛化ほ認められない様である 6 倫前向の噴火に伴つて

は北海道議の報告に依ると，長流，西紋鐙の掘抜井戸は湧出量2倍以￡と成~ ，批管村，虻田町等，

、の泉水は湧e出量増加し或はj園濁したとの事である。

VlI。濯澱溝の被害

伊達町字上長流より批瞥村宇柳原に至る道路に沿ひ濯概溝がおり雨部溶L帯の稲田の潜水用に使

用されてゐた。今岡の地建設生後間も無く 1月6日;未明に町村界附近に於て扶潰した。共後の地盤

の上昇の怨に柳原に於て溝底が4、山の様に隆起しコンクリートの壁は到る所で破損して全く使用，に

耐え無くたった。従って附近一帯の水田は取敢えヂ畑地として耕作されてゐた。

IX。地磁気偏角測量 f ゆ

上長流よりフカパ部落迄道路上の水準測量を施行した地黙で地磁気偏角を測定した。測定方法は

轄鏡儀を使用じ 2箇所に於て各地黙の磁気子午線と一方の地動より他の地黙を覗いた方向との成ナ

角度の雨地駄に於ける差異に依り相野的の偏角を測定したのである。第8国に於て Nを畏北とし

/ 

之、a

A黙の偏角を， DC$' B黙の偏角を ß~ とナると

α-β~DC$ーら

なる関係がある。従って一方の偏角に針して他方の偏角の増減

が求められ~o 従って偏角の地方的の異常を知~事が出来る o 上

長流(測結 No.37)に於ける偏角は異常が無いとして夫れから

'の異常を第4闘に示してある。誤.IJ勅No.12~ 37の直聞は 5月 16、

第 8園
日11時 --18時に測定を行ひ，測結No.0 --11の陸間は翌'17日

10 時 --12日寺に行った。従って日愛化等に依る誤差は最大 5'程度る推定されるが測定された偽

角異常の振幅は約7?'であったから補正は行って無いが犬勢を見る事は出来ると考へられる。

此E患に得られた偏角異常は火山地帯であるから相蛍複雑訟原因による異常であるかも知れぬが，

今依りに今回新たに磁性のある岩衆が地下に遊入して来たとして解穂して見る事とナる。簡皐な魚、，
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有珠岳の火山活動に伴った地震並に地慶の調査報告 、23

に磁性鰹を球と考へ地磁気の常磁場に依って感臆磁化されてゐるとナると地表面に於ける偏角異常

のに釣し次の関係式が得られる。

…8 -2V Ki5(hもarie -x) 

1十4'7/: Tr' 

3 

此庭咋Vは球の鐙積， Kは磁性慢と母岩との帯磁率の差， θは常磁場の伏角， xは球の中心より北

を正として測った南北の距離は，東を正とした東西の距離， hば球の中心、の，深きである。倫Rl= 
玄 2十y2+げである。-

I . 
九寓坪の地割れ b附近の地下 L5kmに中心があるとf良定ナると第 4固に於て計算値として示し

た如く略々測定された偏角異常を設明出来る。但し伏角は1923年度の値の 57031.2'を使用した。

此際球の竿径を 500mと採ると K = 0.00786と成って少し大き過ぎる様であるが，宇径を 1kinと

ナると K= 0.00763と成って玄武岩，安山岩等の帯磁率と比較して無理の無い値の様に思はれる。

邸ち磁性のある岩撲が地下 500.mの所迄遊入して来てゐる事に成るのである。但し此れは測定され

た異常の全部が地下の遊入岩盤陀依ると仮定しての事である。此際今岡の地壌として此れ;丈の岩鰻

新にたに遊入して来たと考へる必要は無いのであって，元来其庭に潜在した岩憶が新に活動して若

干の隆起をして来たと.考へる事も可能である。

X。結語

有珠岳は標高 500mの安山岩質焼岩より成る外輪山の中に大有珠 (725m)，小有珠 (611111)の

酸性熔岩より成る鐘欣太山を有してゐる。北側の山麓には金比羅，西丸山，新山，東丸山等の標高

250 --300 mの側火山がある。明治43・年の噴火の際は以上の側火山群の活動であって新山を隆起

せしめたのである己今岡の地建は伊達町と鮭瞥村との町村界附近を中心とじて始まったが漸次北方

に移動して途に 6月23日81時15分に舵管村フカパ部落の北西方九高坪の松本山 (239m)、の南側

に小噴火口(直径 10m，深さ 20m程度〉を生じ水蒸気を噴出ナるに至った。失いで、 10.時 45分に

相営の噴気を見たが共後は間取的にI賀気して 2壬日には勢が増したが25，26日には多少弱まり， 1 . 

o 日に数回熱泥 (600c位)の噴出があるが今迄のFJf人畜に被害は無い。松本山も側火山のーっと思

はれ，今岡の活動も側火山群に関聯した活動と思ばれる。偏角異常からも推察される様に地下の岩

』授の遊入も考へられれる。

尚今岡の火山地震の初動の観測に依ると不充分念材料ではあるが地殻の勇断破壊に依うて地震が

ー愛生してゐたと推定される。昭和 6年の伊東地震群の場合も海底の奮火『口内の深部に於ける火山活

〈め那須信治;地震研究所葉報:9 (1931).，22-35: 13く1935).400-416. 

(わ 閣官信一;重量震時報.4く昭動5年〉北伊豆地震報告.57. 

(8) 坪井忠三;事研lun報.天文皐地球物理事 10(1933): 93. 
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勤iて関聯して後生したものと推定きれるが，此の場合の初動も象限型であってやはP勇断破壊に俊、

ってき芝生したものと考へられる。伶其際も周園の陸地が徐々に隆起して来た欣況は今同の有珠岳地

援と類似してゐたが，海底噴火には，怒ら訟かった様である。

今後の経過は失の機舎に譲る事として 5月中句迄の地愛の欣況をー」先ヂ報告ナる次第である。

最後に御指導を賜った藤原霊長及び種々と街i便宜を賜以貴重た資料を戴いた謄振縦貫鍛道の賞事

者弁士管村長f 同郵便局長，主演土木現業所の橋本投手及び札幌管底気象蓋11l~牽長並 lて室員の方々，

室蘭測候所池田yf長及び所長の方々，留蔚測候所高信所長に針し深謝ナる次第である。

¥ 、，
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